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   Ｇ０８Ｂ  21/22     (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  13/181    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０８Ｂ   21/22     　　　　
   Ｇ０１Ｓ   13/04     　　　　
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   Ｇ０８Ｂ   13/00     　　　Ｂ
   Ｇ０８Ｂ   13/181    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月15日(2017.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電波を車両の内部に向けて送信する送信部（２０）と、
　前記送信部から電波が送信されるたびに送信された電波を受信し、受信した電波の受信
強度に応じた出力を行う受信部（１２）と、
　前記受信部にて受信した電波の受信強度に基づいて、該受信強度が時間の経過に伴って
変化する際の変化態様を予め定められた基準態様と比較することによって、前記受信部と
前記送信部との間に人が存在するか否かを判断する判断部（５０）と、
　を備え、
　前記判断部は、時間の経過に伴う受信強度の変化量が、予め定められた変化量閾値以上
である場合に、受信部と送信部との間に人が存在すると判断する
　検出装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の検出装置であって、
　前記判断部は、時間の経過に伴う受信強度の変化の周期が、人の呼吸の周期として予め
定められた周期に一致する場合に、前記受信部と前記送信部との間に人が存在すると判断
する
　検出装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の検出装置であって、
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　前記送信部に偏波方向を変化させつつ複数の偏波方向にて電波を送信させ、それぞれの
偏波方向において送信された電波を受信部にて受信させたときの受信強度をそれぞれ取得
し、隣り合う偏波方向での受信強度の差が最大となる前記隣り合う偏波方向のいずれか一
方を送信偏波方向として特定する特定部（５０、Ｓ１３０）と、
　前記送信部に前記送信偏波方向で電波を送信させ、且つ、前記判断部に前記送信偏波方
向で送信された電波の受信強度に基づいて人が存在するか否かを判断させる判断指令部（
５０、Ｓ１４５）と、
　をさらに備える検出装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の検出装置であって、
　前記特定部は、前記受信強度が予め定められた受信閾値以上となる複数の偏波方向のう
ちから前記送信偏波方向を特定する
　検出装置。
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